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シリ ズーシリ ズー 地域で活躍する人　　下林区予算化された事業 その後

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
再
び

公
園
の
魅
力
度
ア
ッ
プ

下
林
ふ
る
さ
と
土
曜
市

公
園
整
備
事
業（
樋
口
公
園
な
ど
）

◆
今
後
の
活
動
は

　

核
家
族
化
が
進
み
、
家

庭
で
は
作
る
こ
と
が
減
っ

た
盆
、
正
月
、
節
句
等
の

季
節
商
品
が
充
実
し
て
い

ま
す
。
事
前
予
約
制
度
を

設
け
る
な
ど
し
て
、
若
者

家
族
や
高
齢
者
な
ど
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
開

催
し
て
い
ま
す
。

お
り
、
野
菜
や
果
物
、
花

き
等
、
ま
た
不
用
品
の
家

具
・
電
気
製
品
や
衣
類
も

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

季
節
に
合
わ
せ
、
ス

ト
ー
ブ
や
日
除
け
テ
ン
ト

の
準
備
を
し
、
コ
ー
ヒ
ー

や
甘
酒
な
ど
の
接
待
を
し

て
、
少
し
ず
つ
に
ぎ
わ
い

が
戻
っ
て
い
ま
す
。

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　

市
の
周
辺
部
の
少
子

化
・
高
齢
化
の
影
響
は

私
た
ち
の
想
定
を
超
え
、

様
々
な
形
と
な
っ
て
地
域

行
事
や
伝
統
文
化
の
継
承

に
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
足
で
地
域
の
声

や
課
題
を
探
り
、
耳
を
傾

け
、
今
、
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
、
し
っ
か
り

と
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
活
動
状
況
は

　

Ｊ
Ａ
の
支
所
や
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
が
閉
鎖
さ

れ
、
地
区
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
希
薄
化
す
る
な

か
、
何
と
か
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
そ
う
と
の
思
い
か

ら
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
有
志

が
中
心
と
な
り
、「
下
林

ふ
る
さ
と
土
曜
市
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
地
区
内

の
人
々
が
集
え
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
２
土
曜
日（
８
・

10
・
12
月
は
行
事
等
の
た

め
変
更
あ
り
）
に
開
い
て

　

毎
月
第
２
土
曜
日
に
元
Ｊ
Ａ
拝
志
支
所
前

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
集
い
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
て
い
る
３
つ

の
公
園
（
樋
口
公
園
・
見
奈
良
緑
地
・
茶
堂

公
園
）
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

代表　河
こう

野
の

　陽
よう

子
こ

さん

区長　越
お ち

智　雄
ゆう

二
じ

さん

代表　松
まつした

下　律
りつ

子
こ

さん

【下林区】
　拝志小学校区で、重信川
の南西部に位置し、平坦部
と丘陵の中山間地域で、米
麦・野菜の生産が主産業。
　少子高齢化が懸念される
地域ではあるが、自治会活
動は盛んである。３月末の
人口は1239人（597世帯）

季
節
の
花
や
野
菜
・
果
物
を

準
備
し
て
い
ま
す
。

土
曜
市
は
地
域
に
活
力
を

与
え
る
起
爆
剤
と
な
っ
て

お
り
、
地
区
全
体
で
応
援
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

開催前の準備「重信川さくら健康ロード」看板

みんなで走る練習

愛犬とかけっこ

樋口公園に整備されたドッグラン

だんらんのひととき にぎわう土曜市

旬の野菜や果物を販売

次
回
（
78
号
）
は
「
新
村
区
」
を

取
材
予
定
で
す
。

◆
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備

　

東
温
市
内
で
初
め
て
、

公
園
の
中
に
ド
ッ
グ
ラ
ン

が
で
き
ま
し
た
。「
小
型

犬
専
用
エ
リ
ア
」
と
「
大

型
犬
～
小
型
犬
ま
で
の
共

用
エ
リ
ア
」
の
２
つ
の
エ

リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
27
日
か

ら
供
用
開
始
し
て
お
り
、

平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
、

多
く
の
愛
犬
家
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

元
気
に
駆
け
回
る
犬
、

互
い
に
じ
ゃ
れ
合
う
犬
の

様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
愛
犬
家
同
士
の
触
れ

合
い
の
場
に
も
な
る
な

ど
、
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
樋
口
公
園
の
北

端
に
約
30
台
分
の
駐
車
場

も
新
設
さ
れ
、
公
園
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
利
用

の
際
に
は
、
安
全
に
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆�

「
重
信
川
さ
く
ら
健
康

ロ
ー
ド
」

　

重
信
川
を
は
さ
ん
で
、

樋
口
公
園
・
見
奈
良
緑

地
・
茶
堂
公
園
を
つ
な
ぐ

約
３
・
８
km
の
周
回
コ
ー

ス
が
「
重
信
川
さ
く
ら
健

康
ロ
ー
ド
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
案
内
看
板
を
２

か
所
（
樋
口
公
園
と
茶
堂

公
園
の
ト
イ
レ
前
）
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
看
板
に

は
、
分
か
り
や
す
い
コ
ー

ス
図
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

安
全
で
、
ほ
ど
よ
い
距

離
の
周
回
コ
ー
ス
と
な
っ

て
お
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い

る
市
民
が
多
く
い
ま
す
。

　

何
よ
り
、
四
季
折
々
変

化
す
る
河
川
敷
の
草
木
や

山
並
み
の
風
景
が
広
が
っ

て
お
り
、
眺
め
が
い
い
と

利
用
者
に
好
評
で
す
。

　

運
動
不
足
の
解
消
や
健

康
増
進
、
利
用
者
同
士
の

交
流
の
場
と
し
て
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

青
あお

野
の

　哲
てつよし

幸さん

駐
車
場
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、

車
で
来
や
す
い
で
す
。

犬
好
き
の
ペ
ッ
ト
仲
間
が

増
え
ま
し
た
。

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
よ
く
、

気
持
ち
よ
く
歩
け
ま
す
。

走
る
の
が
大
好
き
で
、
と
て
も

楽
し
い
で
す
。

東温ランニングクラブの
みなさん

東温ノルディック・ポール
ウォーキングクラブのみなさん
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第
２
回
東
温
市
議
会
３
月
定
例

会
が
２
月
28
日
か
ら
３
月
19
日
ま

で
20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一

般
会
計
予
算
等
26
議
案
（
予
算
11

件
、
条
例
改
正
14
件
、
人
事
案
件

１
件
）
及
び
請
願
１
件
の
合
計
27

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

３ 月

定例会

学校給食食材費物価高騰対策事業環境配慮型郊外電車整備事業

クリーンセンター解体撤去事業

問 1食当たり30円の値上げに対し15円の補助
としたのはなぜか。
答 4 月分から幼小中一律30円値上げを決定し
ているが、一度に30円の値上げは保護者負担
が大きいため、令和 7年度は15円、令和 8年
度は30円と値上げを段階的にすることで、保
護者負担の軽減を図ることとした。

問 事業の経緯は。
答 伊予鉄道郊外電車の車両は老朽化が進んで
おり、環境配慮型の新型車両の導入計画を決
定した。
　令和 6 年度から令和 8 年度にかけて毎年
3両× 2編成の 6両ずつ、18両導入する計画
だが、令和 7年度以降、環境省の補助額が減
額となることから、その減額分について愛媛
県と沿線の４市町が協調して支援を行い、事
業者の負担を軽減することとした。

本会議の動画はこちら
から視聴できます。

避難所の強化に９億５千万円

給食の配膳例

撤去されるクリーンセンター

導入した新型車両

808万円800万円

８億308万円

令和７年度 一般会計当初予算を可決令和７年度 一般会計当初予算を可決

一般会計予算　過去最大

　　　212億7100万円
 （前年度比 +9.0%）

全会計予算 （一般 ・ 特別 ・ 企業）

　　　336億3531万円
 　（前年度比 △ 1.0%）

値上げ分の半分を補助沿線４市町が支援

２年間で解体撤去

値上げとなる学校給食費の一部を補助伊予鉄道の新型車両導入に対する補助

令和３年度末で操炉を終了したクリーンセン
ターを令和７・８年度で解体撤去

　文教市民福祉委員会において、補助額
15円を30円に増額することを検討してはど
うかとの意見が出され、財源について執行
部と調整を図ったが、現時点で財源を確保
することができないことを確認した。

問 ダイオキシンはどこが最終処分するのか。
答 その場で薬品を使って中和する方法で撤去
するため、請負業者が薬品を取り扱う業者に
依頼し対応することとなる。

避難所整備強化事業

公園整備事業

水泳授業委託事業

都市公園条例の一部改正

問 どの避難所に整備するのか。
答 南吉井・北吉井・川上小学校の 3か所に飲
料水兼用耐震性貯水槽40トンを 3基設置する
ことにより、12万リットルの水が確保できる。
また、同時に規模に応じた冷暖房設備を体育
館に整備する。

問 天然素材の人工芝ではなく天然芝にした理
由は。
答 ランニングコストを含めた全体的な費用
は、長期的には人工芝の方が高くなる。天然
芝は、競技者の体に負担が少ないことから、
各種大会での利用ニーズが高く、交流人口の
拡大につながると考えている。また、CO₂の
吸収など環境に優しく、整備効果の面におい
ても天然芝に優位性があると判断した。

問 民間委託することにした理由は。
答 令和６年度に一部の学校プールで原因不明
の漏水が起き、一時的に他校のプールを使用
して水泳授業を実施した。その際に授業時間
の調整が課題となった。
　また、１校当たり、改築・改修費用を含め
た年間の維持管理費用は、約1000万円が必要
となる。これに対して、水泳授業を民間委託
した場合は、１校当たり、約100万円～約150
万円となり、大幅な経費削減効果が見込める
ことから民間委託とした。また、教員の負担
軽減にもつながると考えている。

問 公園の名称決定の経緯は。
答 公募は、令和６年 7月から市内小中学校
の夏休み明けまで実施した。一般公募により
57件、市内小中学校から130件、合計187件の
応募をいただいた。最終的に 2つの案に絞り、
その 1つの「東温スポーツフィールド」を条
例上の正式名称に、もう 1 つの「ＣＲＯ×
ＳＰＯ東温」を愛称名とすることに決定した。

小学校に設置予定の貯水槽

整備中のサッカーグラウンド

９億5471万円

３億3422万円

1262万円
飲料水12万リットル確保

サッカーグラウンドを天然芝に

水泳授業を民間へ委託

愛称は「C
クロ

RO× S
スポ

PO東温」

貯水槽や空調設備（停電時にはプロパンガスで
の使用も可能）の整備による指定避難所の強化

重信川かわまちづくりの一環として行うス
ポーツ施設等の整備

重信中学校、拝志・上林・東谷・西谷小学校
の水泳授業を民間委託 /南吉井小学校は、民
間屋内プールを借り上げて実施

注目
事業

天然芝設置予定
改正内容

　重信川かわまちづくりに伴う公園整備
に併せ、桜づつみ公園や緑地公園等の名
称変更及び使用料改正を行うもの。
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新規就農研修センター支援事業

窓口DX推進事業

福祉基金条例の制定

問 補助金の原資は。
答 県の補助金と農業振興基金を活用して研修
センター運営費の一部を助成する。令和７年
度予算執行後の基金の残高は約2540万円を見
込んでいる。令和 8年度以降も研修センター
の運営費の助成に充てる予定である。

問 事業の内容は。
答 窓口ＤＸの取り組みにおける「書かないワンス
トップ窓口」（※）の導入に伴い、庁舎１階窓口の
レイアウトを変更し、カウンターの整備や来庁者
誘導サインの整備などを予定している。

問 基金に移す必要性は。
答 市議会12月定例会において、寄附金（田尾
基金）を財源とする児童公園整備事業は削除
され、補正予算案は修正されたが、寄附金の
返還は、社会福祉協議会理事会及び評議員会
の承認を経て決定された方針であることから、
市としては受け入れる考えである。寄附金を
市に帰属させ、これを原資とする「東温市福
祉基金」を設置し、今後、寄附者の遺志に沿
う事業に活用する。

725万円

5353万円

研修生年間７人受け入れ

１つの窓口で簡単手続き

寄附金を基金にして活用

JAえひめ中央が行う新規就農研修センターの
運営費の助成

来庁者に分かりやすい快適な窓口環境の整備

制定内容

　社会福祉協議会で管理されていた寄附
金が返還されることから、新たに基金条
例を制定するもの。

※「書かないワンストップ窓口」とは
　住所異動などの手続きを、１か所の窓口で
申請書に記入することなく受け付けることで、
市民の利便性の向上と職員の業務効率化を実
現する取り組みのこと。

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見
書」の採択を求める請願

賛成  小島 建三

　物価高から暮らしを守り、経済を回復・発展
させるため、賃金引上げを加速させ、国民の消
費購売力を高めるよう、最低賃金を早急に全国
一律で1500円に引き上げることを求める。

反対  高須賀 啓治

　現在政府にて、中小企業・小規模事業者の生
産性の向上や価格転嫁の取引条件の改善等、施
策を総動員して全力で対応している。事業者の
体質強化策が優先である。

　政府は、最低賃金法を全国一律制度に改正
すること。 　請願審査を付託された総務産業委員会では賛

成少数で「不採択」、本会議でも賛成少数で「不
採択」となった。

審査結果

請願・討論

令和７年３月定例会提出議案

令和７年１月臨時会提出議案

議案３　一般会計補正予算（第９号）
議案４　介護保険特別会計補正予算（第３号）
議案５　田窪第２工業団地特別会計補正予算（第

２号）
議案６　吉久工業団地特別会計補正予算（第２号）

報告１　専決処分の報告
損害賠償の額の決定

議案７　一般会計予算
４〜６ページ参照

議案８　国民健康保険特別会計予算
議案９　後期高齢者医療特別会計予算
議案10　介護保険特別会計予算
議案11　吉久工業団地特別会計予算
議案12　水道事業会計予算
議案13　下水道事業会計予算

議案２　手数料徴収条例の一部改正

諮問１　人権擁護委員候補者の推薦

請願１　「最低賃金法の改正と中小企業支援の
拡充を求める意見書」の採択を求める
請願
６ページ参照

議案14　刑法等の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例の制定

議案15　情報通信技術の活用による行政手続等
に係る関係者の利便性の向上並びに行
政運営の簡素化及び効率化を図るため
のデジタル社会形成基本法等の一部を
改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定

議案16　市議会の議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例等の一部改正

議案17　市職員の勤務時間、休暇等に関する条
例及び東温市職員の育児休業等に関す
る条例の一部改正

議案18　市職員の給与に関する条例の一部改正
議案19　特別会計条例の一部改正
議案20　国民健康保険税条例の一部改正
議案21　福祉基金条例の制定

６ページ参照

議案22　子ども・子育て支援法施行規則等の一
部を改正する内閣府令の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定

議案23　家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正

議案24　国民健康保険条例の一部改正
議案25　指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正

議案26　都市公園条例の一部改正
５ページ参照

議案27　公共下水道条例の一部改正

議案１　東温市一般会計補正予算（第８号）
９ページ参照

令和６年度補正予算

報　告

令和７年度当初予算

条　例

その他

請　願

条例改正

令和６年度補正予算

議案

安
井
　
浩
二

相
原
真
知
子

丹
生
谷
美
雄

細
川
　
秀
明

亀
田
　
尚
之

渡
部
　
勇
次

永
井
　
大
介

大
西
　
正
之

小
島
　
建
三

高
須
賀
広
一

大
西
　
良
也

渡
部
　
一
恵

森
田
　
和
幸

高
須
賀
啓
治

浜
田
　
瑠
華

議決結果
（賛成：反対）

議案第３号 × 〇 〇 〇 － 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（12：２）
議案第７号令和７年度一般会計予算に
対する修正案（天然芝整備事業削除） 〇 〇 × × × × 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 否　決（７：８）

議案第７号 × 〇 〇 〇 － 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 可　決（10：４）
議案第21号 × 〇 〇 〇 － 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（10：４）
請願第１号 × × × × － 〇 × × 〇 × × × × × × 不採択（２：12）

賛否が分かれた議案（他の議案は全員賛成で可決されました。）

〇賛成　×反対　議長（亀田　尚之）は採決に加わらない。
※×議長裁決。（議長裁決とは：可否同数の場合のみ可決又は否決を議長が決めることができる）
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総
務
産
業
建
設
委
員
会
視
察

文
教
市
民
福
祉
委
員
会
視
察

文
教
市
民
福
祉

　
　
　
　
委
員
会

　

３
月
10
日
、令
和
７
年
度
一
般
会
計
等
に
係
る
事
業
内

容
の
確
認
の
た
め
、現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。新
た
な
事

業
の
推
進
に
よ
り
、産
業
振
興
の
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

３
月
11
日
、令
和
７
年
度
一
般
会
計
等
に
係
る
事
業
内

容
の
確
認
の
た
め
、現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。経
年
劣
化

に
伴
う
施
設
の
改
修
工
事
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
研
修
セ
ン
タ
ー 
～
受
け
入
れ
開
始
～

東
谷
小
学
校
屋
内
運
動
場 

～
耐
力
度
調
査
に
基
づ
き
改
築
～

吉
久
工
業
団
地
造
成 

～
分
譲
企
業
選
考
へ
～

い
わ
が
ら
こ
ど
も
館 

～
フ
ェ
ン
ス
等
の
改
修
を
実
施
～

　

研
修
セ
ン
タ
ー
は
、敷
地
３
・

６
ha
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

規
模
で
、年
間
７
人
の
研
修
生

を
受
け
入
れ
、イ
チ
ゴ
、水
稲
、

里
芋
等
、花
木
な
ど
の
栽
培
技

術
や
経
営
知
識
な
ど
を
２
年

間
で
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。市
は
、研
修
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
J
A
え
ひ
め
中
央
に
対

し
、県
の
補
助
事
業
を
活
用
し

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、南
吉
井
小
学
校

中
校
舎
教
室
棟
長
寿
命
化
改
修

工
事
と
東
谷
小
学
校
屋
内
運
動

場
改
築
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

特
に
東
谷
小
学
校
屋
内
運
動

場
に
お
い
て
は
、耐
力
度
調
査

に
よ
り
総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
、建
て
替
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
、道
路
・
造
成

（
西
）・
舗
装
・
上
下
水
道
の
工

事
を
行
い
、水
道
施
設
の
移
転

に
よ
り
、年
度
末
の
完
成
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。令
和
８
年

度
に
は
、分
譲
地
引
渡
し
の
見

通
し
で
す
。

　

今
後
は
、工
業
団
地
分
譲
企

業
の
選
考
へ
と
移
り
、企
業
誘

致
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　

玄
関
前
広
場
に
あ
る
木
製

フ
ェ
ン
ス
の
傷
み
が
見
ら
れ
、

す
べ
て
ス
チ
ー
ル
製
フ
ェ
ン
ス

に
取
り
替
え
ま
す
。屋
外
の
受

変
電
設
備
や
館
内
の
照
明
設
備

も
新
し
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、併
設
さ
れ
て
い
る
北

吉
井
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
あ
お

い
組
の
照
明
設
備
や
ト
イ
レ
も

改
修
し
て
利
用
し
や
す
く
し
ま

す
。

　

１
月
臨
時
会
に
お
い
て
、学
校

給
食
費
の
補
助
に
関
す
る
議
案

が
上
程
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
、委

員
会
で
協
議
検
討
し
た
結
果
、今

回
の
補
正
が
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
期
間
限
定
で
あ
り
、継
続
的

な
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、１
月
29
日
市
長
に
対
し
、「
学

校
給
食
費
の
補
助
に
係
る
申
し

入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
長　

細
川　

秀
明

委
員
長　

大
西　

正
之

委
員
長　

大
西　

正
之

新規就農センター

東谷小学校屋内運動場

吉久工業団地

いわがらこども館

申
し
入
れ
内
容

　

食
材
費
の
高
騰
は
今
後
も
続

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
、
保
護
者
の
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
、
学
校
給
食

費
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と
。

　

第
１
回
東
温
市
議
会
１
月
臨
時
会
が
１
月

24
日
か
ら
１
月
28
日
ま
で
５
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般
会
計
補

正
予
算
等
３
議
案
（
報
告
１
件
、
補
正
予
算

１
件
、条
例
改
正
１
件
）
を
審
議
し
ま
し
た
。

１ 月

臨時会

本会議の動画はこちら
から視聴できます。

小学校管理費

問 具体的な用途は。
答 南吉井小学校の教職員の駐車場として整備
する予定である。現在、よしいのこども館の
駐車場を共有しており、一部の教職員は校舎
の西側に駐車している。今後、隣接地を教職
員駐車場として使用すれば、よしいのこども
館の駐車場は保護者の送迎や一般の来校者の
車両が駐車することもでき、送迎時の混雑も
軽減されると考えている。

3079万円
教職員の駐車場用地に

学校用地購入に要する経費

物価高騰に対する支援を実施

各種証明コンビニ交付サービス事業

学校給食食材費物価高騰対策事業

障がい者・高齢者福祉施設等物価高騰対策応援給付
金支給事業

私立保育施設物価高騰対策応援給付金支給事業

住民税非課税世帯物価高騰支援給付金支給事業

医療機関等物価高騰対策応援給付金支給事業

問 交付金の取り扱いをどのように決めたのか。
答 令和６年度補正予算第１号の閣議決定を踏
まえた重点支援地方交付金の取り扱いについ
て、内閣府から出されている通知がある。それ
に記載されている推奨事業メニューにより決定
した。
　推奨事業メニューに係る交付限度額は1億263
万円となっている。今回、１月補正予算におい
て4047万円を充当しており、残りは6216万円と
なっている。令和７年度中に使用する必要がある。

44万円

351万円

1363万円

280万円

1億6685万円

1994万円

国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した市民や事業者に対する支援事業

石
いしやま

山 結
ゆ う

由さん

森
もり

 汐
しお

里
り

さん

菅
かん

野
の

 由
ゆ め

芽さん

森
もり

 悠
はる

貴
き

さん

中
学
校
で
も
、
小
学
校
で
経
験
し
た

こ
と
を
生
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

小
学
校
で
の
思
い
出
を
胸
に
中
学
校

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す
。

小
学
校
で
の
思
い
出
を
大
切
に
し
て
、

自
分
を
励
ま
し
な
が
ら
頑
張
り
た
い

で
す
。

中
学
校
で
の
新
し
い
先
生
や
友
達
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、元
気
よ
く

生
活
し
た
い
で
す
。

上
林
小
学
校
卒
業
生
　
～
未
来
に
向
か
っ
て
～
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３月定例会

一 般 質 問

1 南海トラフ巨大地震などの大災害への備えを
2 パートナーシップ制度の導入を
3 国に先んじて小学校給食の無償化を

1 消防体制のさらなる充実を
2 高齢者等に優しいまちづくりを
3 防犯対策の強化を

1 市民の負担にならないごみ出しに
2 投票時間の繰り上げは

1 全市民に対して物価高騰対策支援金を
2 ごみ出しの不便さ解消を
3 行かない窓口・書かない窓口の実現を

1 地元協働による公園管理の方向性は
2 巨大地震臨時情報の教訓とは

小
こ

島
じま

 建
けんぞう

三 議員

高
たか

須
す

賀
か

 広
ひろいち

一 議員

高
たか

須
す

賀
か

 啓
けい

治
じ

 議員

浜
はま

田
だ

 瑠
る か

華 議員

細
ほそかわ

川 秀
ひであき

明 議員

３月４日

1 積極的な介護予防策で保険料の抑制を
2 学校における 1 人 1 台端末使用の現状は
3 防災士の技能向上と連携体制の構築を

1 農業振興の取り組み状況は

1 吉久工業団地に続く工業団地開発
2 空き家対策
3 小中学生の地域行事の参加

1 ふれあい給食サービス事業の継続は
2 紙おむつの補助について
　 ※介護人材不足について

1 電子地域通貨の導入を

渡
わた

部
なべ

 勇
ゆう

次
じ

 議員

大
おおにし

西 良
よしなり

也 議員

安
やす

井
い

 浩
こう

二
じ

 議員

渡
わた

部
なべ

 一
かず

恵
え

 議員

森
もり

田
た

 和
かずゆき

幸 議員

３月５日

10議員が
　　　　　市政を問う!!

10議員が
　　　　　市政を問う!!

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での一般質問の動画を観ることができます。

※QRコードでご視聴ください。

　
　

①
災
害
備
蓄
用
の

米
・
パ
ン
・
水
等
の

備
蓄
先
は
。

　

②
品
目
別
の
備
蓄
数

量
は
。

　

③
安
心
し
て
避
難
で

き
る
た
め
に
必
要
な
備

蓄
は
。

　
　

①
食
料
は
旧
給
食

セ
ン
タ
ー
と
川
内

支
所
の
２
か
所
に
、資
材

等
は
旧
給
食
セ
ン
タ
ー

と
各
避
難
所
の
防
災
倉

庫
に
備
蓄
し
て
い
る
。

　

②
備
蓄
量
は
、ア
ル

フ
ァ
化
米
５
１
０
０
食
、

保
存
パ
ン
４
８
６
０
食
、

問答

　
　

①
松
山
圏
域
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
運

用
に
伴
う
効
果
と
課
題
は
。

　

②
職
員
３
人
の
派
遣

に
よ
る
業
務
へ
の
影
響
は
。

　

③
消
防
職
員
定
数
の

増
員
検
討
は
。

　
　

①
管
轄
を
超
え
て

救
急
車
の
応
援
出

動
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、相
互
応
援
体

制
が
可
能
に
な
り
、市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
ほ
か
、財
政
面
で

は
経
費
の
削
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。現
時
点
で

課
題
は
特
に
な
い
。

問答

味
噌
汁
５
０
０
食
、乳
児

用
ミ
ル
ク
２
５
２
本
、

飲
料
水
２
万
５
４
０
０

本
、扇
風
機
９
台
、簡
易

ト
イ
レ
94
台
、マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
34
基
、毛
布

２
２
０
７
枚
な
ど
で
あ
る
。

副
食
、ミ
ル
ク
は
さ
ら
に

備
蓄
の
調
整
を
図
る
。

　

③
災
害
物
資
・
機
材
等

の
備
蓄
を
計
画
的
に
行

う
。（
危
機
管
理
課
長
）

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
を

　
　

①
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
市
と
し

て
の
向
き
合
い
方
は
。

　

②
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
。

　

③
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

へ
の
具
体
的
施
策
は
。

問

　

②
救
急
件
数
の
増
加

や
災
害
が
重
複
す
る
事

案
の
急
増
に
よ
り
、日
勤

職
員
の
補
充
や
非
番
職

員
の
招
集
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
も
あ
る
。

　

③
今
後
、消
防
職
員
定

数
の
適
正
化
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
（
消
防
長
）

高
齢
者
等
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
を

　
　

①
川
内
健
康
セ
ン

タ
ー
２
階
の「
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
ふ
れ
あ
い
」

を
利
用
す
る
た
め
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
昇

降
機
の
設
置
を
。

　

②
市
役
所
正
面
駐
車

場
に
誘
導
員
の
配
置
を
。

　
　

①
施
設
全
体
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、

問答

　
　

①
「
L
G
B
T
理

解
増
進
法
」
を
踏
ま

え
、正
し
い
知
識
の
普
及
、

啓
発
活
動
の
推
進
に
取

り
組
む
。

　

②
慎
重
に
対
応
、検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、他
の

自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、調
査
研
究
す
る
。

　

③
人
権
講
座
等
で
こ

の
問
題
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
（
社
会
福
祉
課
長
）

国
に
先
ん
じ
て
小
学
校

給
食
の
無
償
化
を

　
　

①
小
学
校
給
食
無

償
化
へ
の
流
れ
に

対
す
る
認
識
は
。

　

②
国
に
先
ん
じ
て
本

市
で
も
無
償
化
実
施
を
。

　
　

①
国
で
の
検
討
が

進
み
、無
償
化
へ
の

方
向
性
が
明
確
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。国
の
制
度
設
計
が

確
定
す
れ
ば
速
や
か
に

対
応
す
る
。（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）

　

②
国
の
方
針
が
決
定

次
第
、適
切
か
つ
速
や
か

に
対
応
し
た
い
。（
市
長
）

答問答

利
用
者
の
利
便
性
が
向

上
す
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。（
健
康
推
進
課
長
）

　

②
専
属
の
職
員
を
配

置
す
る
予
定
は
な
い
が
、

駐
車
場
が
混
雑
し
な
い

よ
う
に
会
議
の
日
程
調

整
を
図
る
な
ど
対
応
に

努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

今
後
駐
車
場
を
再
整
備

す
る
際
に
は
、車
い
す
の

方
を
は
じ
め
来
庁
者
が

利
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
検
討
し
た
い
。（
財
政

課
長
）

防
犯
対
策
の
強
化
を

　
　

①
市
民
の
防
犯
意

識
の
醸
成
の
た
め

の
啓
発
活
動
は
。

　

②
防
犯
用
品
の
個
人

住
宅
向
け
の
助
成
制
度

の
導
入
を
。

　
　

①
詐
欺
等
防
止
チ

ラ
シ
の
配
布
や
声

掛
け
を
行
う
な
ど
注
意

喚
起
を
促
す
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

②
現
在
の
と
こ
ろ
実

施
す
る
予
定
は
な
い
が
、

他
の
自
治
体
の
事
例
等

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
（
危
機
管
理
課
長
）

問答

小
こ

島
じま

 建
けんぞう

三 議員

高
たか

須
す

賀
か

 広
ひろいち

一 議員

南海トラフ巨大地震

などの大災害への備えを

消防体制のさらなる

充実を

南吉井小学校にある防災倉庫

松山圏域消防指令センター
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①
旧
重
信
地
区
を

旧
川
内
地
区
と
同

様
に
燃
や
す
ご
み
置
場

に
プ
ラ
ご
み
等
を
出
せ

る
よ
う
に
し
、東
温
市
内

全
域
を
平
等
に
で
き
な

い
か
。

　

②
高
齢
者
等
ご
み
出

し
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
状

況
と
適
用
条
件
の
再
検

討
は
。

　

③
ご
み
分
別
促
進
ア

プ
リ
「
さ
ん
あ
～
る
」
の

導
入
は
。

　
　

①
現
在
の
収
集
委

託
料
（
年
間
約
３

千
万
円
）
の
２
倍
以
上
の

問答
　
　

①
地
元
管
理
に
よ

る
清
掃
管
理
委
託

業
務
の
中
で
、実
施
基
準

の
点
検
状
況
は
。

　

②
利
用
者
の
利
便
性

把
握
に
つ
い
て
は
。

　

③
川
内
体
育
セ
ン

タ
ー
多
目
的
広
場
を
整

備
す
る
た
め
の
、タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

①
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
と

し
て
い
る
た
め
、一
律
の

管
理
基
準
は
設
け
て
い

な
い
が
、週
に
１
度
の
職

員
の
巡
回
と
月
に
１
度

提
出
さ
れ
る
「
公
園
清

問答

　
　

①
課
税
・
非
課
税
世

帯
の
区
別
な
い
全

市
民
へ
の
支
援
に
対
す

る
市
の
見
解
は
。

　

②
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
限
度
額
、本
市

に
交
付
さ
れ
て
い
る
額

及
び
残
額
は
。

　
　

①
今
後
、臨
時
交
付

金
の
追
加
交
付
等

財
源
が
確
保
で
き
れ
ば
、

全
市
民
を
対
象
と
し
た

事
業
も
検
討
し
た
い
。

　

②
限
度
額
は
１
億

２
６
２
万
７
千
円
、財
源

と
し
て
既
に
充
当
し
た

問答
　
　

①
本
市
の
介
護
保

険
料
が
高
い
要
因

と
今
後
の
見
通
し
は
。

　

②
介
護
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
る
施
策
の
推

進
を
。

　
　

①
介
護
給
付
費
の

支
給
額
が
高
い
状

態
で
は
あ
る
が
、介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い

環
境
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。当
面
、介
護
保
険

料
は
大
き
く
変
動
し
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

②
地
域
の
中
で
の
「
通

問答

費
用
が
か
か
る
。ま
た
、

び
ん
や
ガ
ラ
ス
類
の
コ

ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
場

所
の
確
保
が
必
要
に
な

る
な
ど
の
課
題
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。課
題

等
を
調
査
研
究
し
、少
し

で
も
平
等
に
近
づ
け
る

よ
う
に
し
た
い
。

　

②
令
和
７
年
２
月
17

日
現
在
で
問
い
合
わ
せ

の
あ
っ
た
22
人
の
う
ち

10
人
が
事
業
適
用
対
象

と
な
っ
た
。条
件
に
つ
い

て
は
、も
う
少
し
経
過
を

見
て
市
民
の
声
を
聞
き

考
え
て
い
き
た
い
。

　

③
ア
プ
リ
に
は
、検
索

機
能
以
外
に
も
市
か
ら

の
お
知
ら
せ
、ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
等
の
機
能
が
つ

い
て
い
る
の
で
、機
能
性

や
有
用
性
等
、調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。（
環
境

保
全
課
長
）

掃
管
理
報
告
書
」に
よ
り
、

実
施
状
況
の
確
認
を
行
っ

て
い
る
。公
園
管
理
の
協

定
や
覚
書
の
内
容
が
現

状
に
即
し
て
な
い
場
合

は
、管
理
内
容
を
見
直
す

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　

②
地
元
管
理
者
と
意

見
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、公
園
利
用
者
に
も
聞

き
取
り
を
行
う
な
ど
、利

用
状
況
の
把
握
に
努
め
、

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
（
産
業
建
設
部
技
監
）

　

③
現
在
の
利
用
状
況

を
踏
ま
え
、利
用
者
や
地

元
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、令
和
８
年
度
以
降
に
、

駐
車
場
や
東
屋
、複
合
遊

具
、ト
イ
レ
等
の
整
備
を
、

順
次
、進
め
て
い
き
た
い
。

　
（
生
涯
学
習
課
長
）

金
額
は
５
１
０
６
万
３
千

円
、残
額
は
５
１
５
６
万

４
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
総
務
部
長
）

ご
み
出
し
の
不
便
さ

解
消
を

　
　

①
高
齢
者
等
ご
み

出
し
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
利
用
者
数
及
び
職

員
の
対
応
状
況
は
。

　

②
燃
や
す
ご
み
の
集

積
所
に
資
源
ご
み
も
出

せ
る
よ
う
に
す
る
考
え

及
び
費
用
は
。

　
　

①
現
在
の
利
用
者

数
は
10
人
。リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
職
員

２
人
で
対
応
し
て
い
る
。

　

②
現
時
点
で
は
燃
や

す
ご
み
の
集
積
所
に
資

源
ご
み
も
出
せ
る
よ
う

に
す
る
考
え
は
な
い
。

　

追
加
の
費
用
は
概
算

で
現
在
の
委
託
料
（
年
間

約
３
千
万
円
）
の
２
倍
以

上
と
予
想
さ
れ
る
。（
環

境
保
全
課
長
）

行
か
な
い
窓
口
・
書
か
な

い
窓
口
の
実
現
を

　
　

①
市
の
行
政
手
続

き
の
う
ち
オ
ン
ラ

イ
ン
で
完
結
で
き
る
も

問答問い
の
場
」
を
拡
大
す
る
な

ど
、介
護
予
防
事
業
を
推

進
し
、可
能
な
限
り
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
頼
ら
な
い

生
活
を
維
持
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、介
護
保
険

料
の
上
昇
を
抑
え
、市
民

の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。（
長
寿
介

護
課
長
）

学
校
に
お
け
る
１
人
１

台
端
末
使
用
の
現
状
は

　
　

①
端
末
の
故
障
の

現
状
は
。

　

②
端
末
の
使
用
頻
度

及
び
成
果
と
課
題
は
。

　
　

①
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

異
常
や
バ
ッ
テ

リ
ー
の
寿
命
に
よ
る
交

換
等
の
修
理
な
ど
、令

和
６
年
度
で
１
９
２
件

あ
っ
た
。費
用
は
、令
和

６
年
度
が
約
１
０
０
万

問答

投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
は

　
　

①
開
票
作
業
終
了

時
間
を
早
く
す
る

た
め
投
票
時
間
を
１
時

間
繰
り
上
げ
す
る
な
ど

見
直
し
は
。

　

②
移
動
期
日
前
投
票

所
の
導
入
は
。

　
　

①
７
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
選
挙
に

て
７
時
か
ら
８
時
及
び

19
時
か
ら
20
時
の
投
票

数
を
検
証
し
、判
断
材
料

の
一
つ
と
し
た
い
。

　

②
現
時
点
で
は
導
入

予
定
は
な
い
。今
後
投
票

所
の
統
廃
合
を
検
討
し

人
材
確
保
が
で
き
れ
ば

導
入
も
一
つ
の
判
断
に

な
る
と
考
え
る
。（
選
管

書
記
長
）

問答巨
大
地
震
臨
時
情
報
の

教
訓
と
は

　
　

地
域
防
災
計
画
の

修
正
内
容
か
ら
実

行
性
あ
る
防
災
対
策
に

つ
な
げ
ら
れ
る
か
。

　
　

令
和
６
年
度
は
、

「
南
海
ト
ラ
フ
臨
時

情
報
」
発
令
時
に
お
け
る

災
害
対
応
体
制
を
見
直

し
、発
令
後
す
ぐ
に
担
当

課
が
対
応
す
る
体
制
の

構
築
、災
害
対
策
本
部
の

機
能
強
化
を
目
的
と
し

た
修
正
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
災
害
が
少
な

い
こ
と
、ま
た
、大
規
模

災
害
対
応
の
事
例
も
な

い
こ
と
か
ら
、毎
年
実
施

す
る
水
防
工
法
訓
練
や

総
合
防
災
訓
練
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
訓
練
を

重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、そ

の
訓
練
で
生
じ
た
問
題

点
や
課
題
を
地
域
防
災

計
画
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。ま
た
、被
災
事
例
を

参
考
に
す
る
な
ど
し
て
、

同
計
画
の
充
実
を
図
り
、

実
行
性
の
あ
る
も
の
と

な
る
よ
う
努
め
る
。（
総

務
部
長
）

問答

の
の
割
合
と
利
用
状
況

及
び
今
後
の
指
針
は
。

　

②
書
か
な
い
窓
口
の

導
入
時
期
は
。

　
　

①
国
の
示
す
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
推
進

す
べ
き
手
続
き
の
う
ち

本
市
で
該
当
す
る
の
は

49
手
続
き
で
あ
る
。そ

の
う
ち
の
39
手
続
き

（
79
・
６
％
）
で
オ
ン
ラ

イ
ン
手
続
き
が
で
き
る
。

利
用
状
況
は
40
・
９
％

（
令
和
５
年
度
）
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
い
段
階

で
全
て
の
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

②
令
和
８
年
２
月
の

サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
指

す
。（
企
画
政
策
課
長
）

答円
程
度
で
あ
る
。

　

②
全
学
校
に
お
い
て
、

ほ
ぼ
毎
日
、何
ら
か
の
授

業
で
活
用
し
て
い
る
。情

報
を
収
集
す
る
力
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
な
ど
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。今
後
、適

切
な
情
報
活
用
能
力
の

育
成
や
効
果
的
な
学
び

の
提
供
に
取
り
組
ん
で

い
く
。（
学
校
教
育
課
長
）

防
災
士
の
技
能
向
上
と

連
携
体
制
の
構
築
を

　
　

①
防
災
士
資
格
者

数
の
推
移
は
。

　

②
防
災
士
相
互
の
連

携
体
制
の
構
築
を
。

　
　

①
資
格
取
得
者
数

は
年
々
増
加
し
て

い
る
。令
和
６
年
度
末
の

見
込
み
で
は
、全
体
で

２
１
２
名
、う
ち
女
性
の

比
率
は
約
17
％
で
あ
る
。

　

②
防
災
士
の
ス
キ
ル

を
磨
く
た
め
の
研
修
会

や
防
災
訓
練
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
呼
び
掛
け

る
と
と
も
に
、近
隣
の
自

主
防
災
組
織
が
共
同
で

活
動
で
き
る
場
の
創
出

に
努
め
る
。（
危
機
管
理

課
長
）

問答

高
たか

須
す

賀
か

 啓
けい

治
じ

 議員細
ほそかわ

川 秀
ひであき

明 議員

浜
はま

田
だ

 瑠
る か

華 議員渡
わたなべ

部 勇
ゆう

次
じ

 議員

全市民に対して物価

高騰対策支援金を

市民の負担に

ならないごみ出しに

地元協働による

公園管理の方向性は

積極的な介護予防策

で保険料の抑制を

川内地区のごみ集積所

21時頃より開票作業を始める職員

コンビニ納付できるようになった
国保税の納付書

公園整備が待たれる
川内体育センター多目的広場

自主運動グループ
（川内公民館にて）
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第
２
次
東
温
市
総

合
計
画
前
期
基
本

計
画
で
は
、機
械
設
備
導

入
補
助
や
交
付
金
に
よ

る
経
営
支
援
及
び
農
業

基
盤
整
備
等
に
よ
り
、農

業
の
持
続
的
な
発
展
を

図
り
、支
援
を
行
っ
て
き

た
と
あ
る
が
、後
期
基
本

計
画
に
お
け
る
農
業
振

興
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　

前
期
基
本
計
画
か

ら
の
取
り
組
み
や

各
種
支
援
事
業
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、さ
ら
に

後
期
で
は
地
域
農
業
の

設
計
図
と
な
る
地
域
計

問答
　
　

①
今
年
度
で
事
業

を
終
了
す
る
こ
と

に
つ
い
て
市
と
し
て
相

談
を
受
け
た
の
か
。

　

②
市
が
予
算
化
し
て

事
業
を
継
続
で
き
な
い
か
。

　
　

①
事
業
の
経
費
増

加
も
要
因
の
一
つ

だ
が
、ふ
れ
あ
い
給
食
事

業
利
用
者
に
、今
後
の
利

用
に
つ
い
て
意
向
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、７
割

以
上
の
方
が
利
用
継
続

の
意
思
が
な
い
、家
族
と

同
居
中
、ま
た
は
普
段
か

ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
お
り
、事
業
終
了

問答

　
　

吉
久
工
業
団
地
に

続
く
工
業
団
地
開

発
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

川
内
I
C
周
辺
の

産
業
用
地
と
し
て
、

南
方
工
業
団
地
の
検
討

を
す
る
た
め
、基
本
計
画

の
策
定
を
予
定
し
て
い

る
。具
体
的
に
は
四
国
乳

業
の
西
、東
な
ど
周
辺
を

候
補
地
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。（
産
業
建
設
部
長
）

　

来
年
度
ニ
ー
ズ
調
査
、

基
本
計
画
の
策
定
、令
和

８
年
度
に
用
地
交
渉
、以

降
、令
和
12
年
度
完
成
を

目
標
と
し
て
現
在
計
画

問答
　
　

愛
媛
県
内
の
市
町

と
連
携
し
、
電
子

地
域
通
貨
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、地
域
内
経

済
循
環
を
図
る
こ
と
に

つ
い
て
、市
の
見
解
は
。

　
　

県
内
自
治
体
で
導

入
効
果
や
課
題
に

つ
い
て
共
有
し
、足
並
み

を
そ
ろ
え
て
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
が
、現
在
県
内

で
そ
の
よ
う
な
動
き
は

な
い
。（
企
画
政
策
課
長
）

問答

画
の
策
定
や
、新
規
就
農

者
の
育
成
・
確
保
を
目

的
に
新
規
就
農
研
修
セ

ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。（
農
林
振
興
課
長
）

　
　

担
い
手
農
業
者
機

械
等
導
入
支
援
事

業
の
内
容
と
実
施
状
況
は
。

　
　

経
営
規
模
の
拡
大

や
改
善
に
取
り
組

む
認
定
農
業
者
等
へ
県

と
市
が
一
体
と
な
っ
て

２
分
の
１
以
内
の
補
助

を
行
っ
て
お
り
、過
去

５
年
間
の
平
均
で
は

６
・
２
件
で
、補
助
金
は

１
２
６
１
万
円
と
な
っ

て
い
る
。（
農
林
振
興
課
長
）

　
　

将
来
の
農
業
の
担

い
手
と
し
て
期
待

さ
れ
る
新
規
就
農
者
を

迎
え
入
れ
る
新
規
就
農

研
修
セ
ン
タ
ー
に
対
す

る
市
の
支
援
内
容
は
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
係
る
事
業

費
４
分
の
１
に
つ
い
て

は
、農
業
振
興
基
金
を
活

用
し
て
補
助
を
行
う
。令

和
７
年
度
以
降
の
セ
ン

タ
ー
運
営
経
費
に
つ
い

て
は
、県
と
市
で
２
分
の

１
の
補
助
を
行
う
予
定

で
、Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
と

問答問答後
も
安
否
確
認
は
で
き

る
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、事
業
終
了

の
方
針
と
な
っ
た
旨
、社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

　

地
域
の
見
守
り
や
高

齢
者
の
安
否
確
認
を
目

的
と
す
る
事
業
を
社
会

福
祉
協
議
会
で
実
施
す

る
意
義
が
あ
る
と
考
え

る
の
で
、新
た
な
形
で
の

事
業
展
開
を
お
願
い
し
た
。

　

②
現
在
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、新
た
な
見
守

り
事
業
を
計
画
中
で
あ

り
、今
後
、事
業
に
対
す

る
補
助
金
の
要
望
が
あ

れ
ば
内
容
を
確
認
し
、予

算
化
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。
　
（
社
会
福
祉
課
長
）

を
検
討
し
て
い
る
。（
技

監
・
都
市
整
備
課
長
）

空
き
家
対
策

　
　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
空
き
家
調
査

を
行
っ
た
が
、そ
の
成
果

と
空
き
家
対
策
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。

　
　

１
０
３
９
軒
の
空

き
家
を
抽
出
し
、実

態
把
握
調
査
を
実
施
し

た
。建
物
の
状
態
や
敷
地

の
管
理
状
態
が
良
好
で

利
活
用
に
向
く
空
き
家

が
２
８
３
軒
、管
理
不

全
の
状
態
の
空
き
家
が

問答
　
　

電
子
地
域
通
貨
を

導
入
す
る
た
め
の

必
要
予
算
は
。

　
　

ど
の
よ
う
な
制
度

設
計
に
す
る
か
に

よ
り
大
き
く
変
動
す
る

た
め
、現
段
階
で
具
体
的

な
予
算
額
を
示
す
こ
と

は
で
き
な
い
。シ
ス
テ
ム

開
発
費
や
運
用
費
、広
告

費
、ま
た
、ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
原
資
な
ど
、多
額
の

費
用
が
か
か
る
と
予
想

さ
れ
る
。（
企
画
政
策
課
長
）

　
　

電
子
地
域
通
貨
導

入
に
向
け
た
本
市

の
見
解
は
。

　
　

組
へ
の
加
入
率
や

イ
ベ
ン
ト
参
加
率

を
上
げ
る
た
め
に
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と

は
、市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　

一
方
で
、導
入
に
は
シ

ス
テ
ム
運
用
や
ポ
イ
ン

ト
の
原
資
等
に
多
額
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
や
、

特
に
高
齢
者
層
な
ど
、デ

ジ
タ
ル
技
術
に
不
慣
れ

な
層
へ
の
配
慮
が
必
要

問答問答

連
携
し
新
規
就
農
者
の

本
市
で
の
定
着
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
。（
農

林
振
興
課
長
）

　
　

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
事
業
や
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
は
地
域
農
業
、農
村

環
境
の
維
持
に
当
た
っ

て
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、今
後
の

方
針
は
。

　
　

国
の
動
向
に
注
視

し
つ
つ
、
集
落
組

織
の
意
見
等
を
伺
い
な

が
ら
、組
織
の
広
域
化
や

農
作
業
の
省
力
化
に
関

す
る
活
動
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。（
農
林
振
興

課
長
）

問答紙
お
む
つ
の
補
助
に
つ

い
て

　
　

①
東
温
市
で
助
成

事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
理
由
は
。

　

②
財
源
と
し
て
の
社

会
福
祉
協
議
会
預
り
金

返
還
金
の
活
用
は
。

　
　

①
紙
お
む
つ
が
必

要
な
方
へ
の
助
成

に
つ
い
て
は
、在
宅
で
常

時
お
む
つ
を
使
用
し
て

い
る
要
介
護
２
以
上
の

方
を
対
象
に
、社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、市
に
お
い

て
は
同
様
の
助
成
事
業

は
実
施
し
な
い
。

　

②
慎
重
に
判
断
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。（
長
寿
介
護
課
長
）

　
　

社
会
福
祉
協
議
会

は
令
和
５
年
度
か

ら
新
規
受
付
を
停
止
し

て
い
る
が
、市
と
し
て
制

度
を
継
続
で
き
な
い
か
。

　
　

他
市
町
で
実
施
を

し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
だ
が
、東
温

市
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
は
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。（
長
寿
介
護

課
長
）

問答問答

２
７
７
軒
抽
出
さ
れ
て

い
る
。今
後
は
所
有
者
等

の
詳
細
調
査
を
実
施
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

勧
奨
や
除
却
に
向
け
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、個
別

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
、

有
効
な
土
地
利
用
の
推

進
と
転
入
者
の
受
け
入

れ
に
よ
る
移
住
の
促
進

を
図
り
、人
口
減
少
対
策

に
つ
な
げ
た
い
。（
技
監
・

都
市
整
備
課
長
）

小
中
学
生
の
地
域
行
事

へ
の
参
加

　
　

小
中
学
生
の
地
域

行
事
へ
の
参
加
に

つ
い
て
の
教
育
委
員
会

の
考
え
は
。

　
　

子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
く
た
め
に

は
、家
庭
や
学
校
の
教
育

だ
け
で
は
な
く
、地
域
社

会
の
支
え
も
重
要
な
も

の
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
充

実
し
た
も
の
に
す
る
た

め
に
も
、子
ど
も
た
ち
に

は
こ
ど
も
会
や
健
児
団

へ
加
入
し
、積
極
的
に
地

域
行
事
に
参
加
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

問答で
あ
る
こ
と
、ま
た
、制

度
の
円
滑
な
運
営
に
不

可
欠
と
な
る
専
門
的
な

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
人
材
の
確
保
な
ど
、課

題
も
多
い
こ
と
か
ら
、費

用
対
効
果
も
含
め
慎
重

な
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。（
企
画
政
策
課
長
）

大
おおにし

西 良
よしなり

也 議員渡
わたなべ

部 一
かず

恵
え

 議員

安
やす

井
い

 浩
こう

二
じ

 議員森
もり

田
た

 和
かずゆき

幸 議員

電子地域通貨の

導入を

ふれあい給食サービス

事業の継続は

吉久工業団地に続く

工業団地開発は

農業振興の

取り組み状況は

新規就農研修センター

吉久工業団地　令和７年度完成予定
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令
和

7
年

5
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

発
行
責
任
者
亀
田
　
尚
之

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
渡
部
　
勇
次

副
委
員
長
丹
生
谷
美
雄

委

員
安
井
　
浩
二

〃

大
西
　
良
也

〃

渡
部
　
一
恵

〃

森
田
　
和
幸

〃

高
須
賀
啓
治

〃

浜
田
　
瑠
華

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

　市のホームページで議会開会中、
生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧に
なれます。

議会インターネット
中継

市議会ページ

東温市
イメージキャラクターいのとん

議会だよりが
スマホで読めます。

 

「
ま
め
っ
こ
弘
法
茶
」

は
、
当
初
、
河
之
内
問
屋
地

区
で
栽
培
・
加
工
・
販
売
さ

れ
て
き
た
「
滝
の
つ
ゆ
」

を
再
生
し
た
も
の
で
、
健

康
を
重
視
し
た
お
茶
と
し

て
皆
さ
ま
に
愛
飲
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
無
農
薬
・

無
肥
料
で
栽
培
し
た
カ
ワ

ラ
ケ
ツ
メ
イ
草
を
乾
燥
・

焙
煎
し
て
お
り
、
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
を
多
く
含
む

ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
の
大
変

香
ば
し
い
お
茶
で
す
。

 

「
弘
法
茶
」
は
弘
法
大
師

が
、
高
知
県
室
戸
で
、
若

か
り
し
頃
の
修
行
時
に
、

お
茶
代
わ
り
に
健
康
維
持

の
た
め
に
飲
ん
で
い
た
と

の
い
わ
れ
も
あ
り
、
弘
法

大
師
に
感
謝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
販
売
開
始
か
ら
約
10
年

を
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

年
々
愛
飲
者
も
増
え
て
き

て
お
り
、今
後
と
も
東
温
市

の
ブ
ラ
ン
ド
茶
と
し
て
地

域
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ご
愛
飲
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キ
ラ
ッ
と
か
わ
の
う
ち
　

　
　
代
表 
中な
か

野の

　
敏と
し
ひ
こ彦

さ
ん

（
河
之
内
）

東
温
市
の
ブ
ラ
ン
ド
茶
を

め
ざ
し
て

人
シ
リ
ー
ズ

SAKURA select 選定品
まめっこ弘法茶

　
読
む
だ
け
だ
っ
た
議

会
だ
よ
り
の
編
集
に
携

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
嬉
し
さ
と
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
。
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
も

の
を
お
届
け
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、1

ペ
ー
ジ
ず
つ
協
議
し
て

作
り
上
げ
ま
す
。
今
回

取
材
に
も
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
人
議
員
だ
か
ら
こ

そ
の
新
鮮
な
視
点
を
取

り
入
れ
て
い
け
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
す
る
議
会
だ
よ

り
に
乞
う
ご
期
待
。

（
浜
田
　
瑠
華
）

編
　
集
　
後
　
記

日 月 火 水 木 金 土

6/8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 7/1 2 3 4 5

6月定例会のお知らせ（予定）

開会
総務・文教
委員会

一般質問 一般質問
質疑

予算委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
分科会

文教委員会
分科会

予算委員会 閉会


